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皆さんのご来場をお待ちしています！

地域おこし協力隊　活動報告会
　本町では現在、５人の地域おこし協力隊員が活躍しています。隊員の今年度の活動を報告する「弟子屈町地域お

こし協力隊活動報告会」を開催します。隊員の活動内容を知る貴重な機会ですので、ぜひ、ご来場ください。

▼日時／３月23日㈯　13時00分～15時00分

▼場所／町公民館　２階　講堂

報告会は
参加申し込み不要・入場無料です
直接、会場にお越しください

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

大森慎一郎さん・青木崇さん
岡西眞由美さん・吉田祥子さん・青木花梨さん

　

生
活
に
身
近
な
福
祉
や
教
育
、除
排
雪
な
ど

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
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財
源
は
主
に
町
税
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
町
税
に
は
、町
・
道

民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
ら
町
税
の
滞
納
は
、
町
の
財
政

を
圧
迫
し
、行
政
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

問い合わせ先／役場税務課納税係☎４８２‐２９１４（課直通）

　

こ
こ
数
年
、町
民
の
皆
さ
ん
の
納
税
意
識
の

高
ま
り
や
厳
し
い
滞
納
処
分
に
よ
り
、町
税
の

収
納
率
は
年
々
向
上
し
て
お
り
、今
年
度
も
前

年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
も
納
め
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、休
日
や
夜
間
で
も
手
数
料
な
し

で
利
用
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
納
付
」
を
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、多
く
の
皆
さ
ん
に
活
用

さ
れ
て
お
り
、こ
う
し
た
納
税
に
よ
り
町
が
行

う
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て「
毎
月
の
生

命
保
険
の
掛
け
金
と
、車
の
ロ
ー
ン
や
維
持
費

で
出
費
が
多
く
、
税
金
が
納
め
ら
れ
な
い
」な

ど
の
身
勝
手
な
理
由
に
よ
り
滞
納
と
な
っ
て

い
る
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。自
ら
の
収
入
に

照
ら
し
て
生
活
上
必
要
な
経
費（
税
金
や
社
会

保
険
料
な
ど
）を
勘
案
し
た
う
え
で
資
産
を
購

入
す
べ
き
で
、責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
決
し

て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

苦
し
く
て
も
何
と
か
お
金
を
工
面
し
納
税

し
て
い
る
方
も
多
く
、こ
の
よ
う
な
優
良
納
税

者
が
一
部
の
理
不
尽
な
滞
納
者
に
よ
っ
て
不

利
益
を
被
る
こ
と
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
一
時
的
に
納

付
が
困
難
な
方
や
、ま
と
め
て
納
付
が
で
き
な

い
方
に
は
計
画
的
な
納
付
が
で
き
る
よ
う
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。滞
納
を
放
置
す
る

こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

町
税
の
納
め
忘
れ
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
今
一
度
ご
確
認
の
上
、納
税
を
お
願
い
し

ま
す
。

３月は
町税滞納
整理強調
月間です

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

防災ワンポイントコーナー
　現在使用中のＪアラート（全国瞬時警報システム）が新しい機材になることから、試験放送を行います。

▼日時／３月20日㈬　午後（当日、詳しい時間を放送します）

▼実施内容／町内の消防のスピーカーおよび役場庁舎内の館内放送を通じて、以下のように音声が流れます。
　 ▽チャイム音 ➡ 「これはテストです」×３回、「こちらは弟子屈町です」 ➡ チャイム音
【消防のスピーカー設置箇所】
　弟子屈消防署、旧消防署、川湯消防支署、川湯市街地、同敷島団地、川湯消防団川湯駅前詰所、弟子屈消防団美留和詰
　所、弟子屈消防団屈斜路詰所、泉ふれあいセンター、社会福祉センター、弟子屈町商工会、すずらん児童館

■弟子屈町自治会連合が、平成30年度の防災研修を開催■
　弟子屈町自治会連合（野田口昌明会長）の主催による「いざという時の備え」と題した平成30年度の防災研修会が
２月６日、町公民館で行われ、約70人が参加しました。
　最近は、日本全国で想定外の自然災害が発生しています。当町でも、昨年３月の大雨洪水、同９月の胆振東部地震に
よるブラックアウトなど、過去に例のない被害が続発しています。災害発生時は、行政の職員も被災者になっている
可能性が高く、大規模災害時には、消防、警察、自衛隊や行政職員が全ての現場に行くことは困難な状況になります。
　災害時に支援を受ける可能性が高い75歳以上の町の人口も、1,489人（平成31年１月31日現在）（人口の20.6％）と増加し
ていますが、近隣の皆さんが助け合うことで、被害を最小限にすることが可能になります。
　研修では、災害時の困難な状況の中で、住民１人ひとりが普段から災害
に備えることと、災害が発生した時にまずはどのように行動したらよい
かを考える「イメージトレーニング」も行いました。
　野田口会長は「隣近所の絆を強くするため、自治会などで自主防災組織
を結成するなど、災害へ備えて欲しい」と述べました。町内には７つ（屈斜
路、原野摩周、四町内、七町内、川湯温泉まち、湯の島、跡佐登）の自治会が
自主防災組織を結成していますが、この研修を機に、このような組織が増
えることを期待します。

災
害
時
の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も

地域おこし協力隊の皆さん

弟子屈町

はじめました！

友だち募集中！

LINE アプリの「友だち追加」から、
IDまたはQRコードで検索してください。

♥

＠teshikaga


